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第６回定例会
町政を問う！ 一般質問

額
等
を
実
施
し
て
い
る
が
、

こ
の
保
険
税
の
減
額
等
の
基

準
に
つ
い
て
も
、
道
内
で
統

一
の
基
準
を
定
め
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
現
在
、
北
海
道

お
よ
び
市
町
村
で
協
議
を
進

め
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
本
町
の

独
自
施
策
で
の
対
応
は
難
し

国
民
健
康
保

険
制
度
の
大

改
革
で
あ
る
「
国
保
の
都
道

府
県
化
」
に
よ
り
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険

は
北
海
道
と
道
内
全
市
町
村

等
の
保
険
者
に
よ
る
共
同
運

営
と
な
っ
た
。

　

課
税
方
法
は
「
北
海
道
国

民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
に

基
づ
い
た
も
の
で
あ
り
、
将

来
的
に
、
す
べ
て
の
市
町
村

の
保
険
料
、
算
定
方
法
等
の

統
一
を
目
指
し
て
い
る
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
算
定

に
お
い
て
、
法
令
又
は
条
例

の
規
定
に
よ
り
、
本
町
で
も

所
得
の
低
い
方
に
対
す
る
減

ど
も
が
生
ま
れ
て
も
保
険
料

が
増
え
る
と
い
っ
た
こ
と
は

な
い
。

　

そ
こ
で
、
国
民
健
康
保
険

加
入
者
に
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
場
合
に
お
い
て
も
税
負
担

が
増
え
な
い
よ
う
、
町
の
財

政
で
、
子
ど
も
の
分
の
均
等

割
額
を
全
額
免
除
ま
た
は
一

部
免
除
す
る
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

国
民
健
康
保
険
税
が

高
く
て
払
え
な
い
と

い
う
声
を
多
く
の
町
民
か
ら

聞
く
。

　

本
町
で
は
、
国
民
健
康
保

険
の
加
入
者
が
11
月
末
現
在

２
７
５
４
人
で
、
人
口
の

29
・
３
％
と
な
っ
て
い
る
。

　

保
険
税
は
、
本
町
の
場
合
、

所
得
割
、
平
等
割
、
均
等
割

で
計
算
さ
れ
、
今
年
度
の
納

入
通
知
書
に
よ
る
と
、
平
等

割
は
一
世
帯
に
つ
き
２
万
７

０
０
０
円
、
均
等
割
は
一
人

に
つ
き
２
万
６
０
０
０
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

均
等
割
は
単
純
な
掛
け
算

で
、
家
族
の
人
数
、
子
ど
も

の
人
数
が
多
い
ほ
ど
、
負
担

が
大
き
く
な
る
。

　

ま
た
、
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
場
合
、
生
ま
れ
た
月
か
ら

保
険
税
算
定
の
対
象
と
な
り
、

基
礎
課
税
分
の
均
等
割
２
万

６
０
０
０
円
お
よ
び
後
期
高

齢
者
支
援
金
等
課
税
分
の
均

等
割
７
０
０
０
円
が
月
割
り

で
原
則
加
算
さ
れ
る
。

　

会
社
員
や
公
務
員
が
加
入

す
る
被
用
者
保
険
で
は
、
子

減免する考えはないか
町独自での対応は難しい町長

問

町
長

子育て世代に対する支援は、他自治体と比較して充実している

中河 つる子 議員

い
と
考
え
て
い
る
。

　

本
町
の
子
育
て
世
代
に
対

す
る
支
援
は
、
乳
幼
児
医
療

費
の
助
成
範
囲
の
拡
大
や
保

育
料
の
減
免
等
の
実
施
に
よ

り
、
他
自
治
体
と
比
較
し
て

も
充
実
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
ご
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

国民健康保険税
子どもの均等割額を
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優
良
な
中
古

物
件
と
し
て

適
し
た
も
の
は
少
な
く
、
空

き
家
の
有
効
活
用
は
難
し
い

が
、「
空
き
地
・
空
き
家
情
報
」

の
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の

掲
載
や
補
助
制
度
に
よ
り
有

効
活
用
を
図
っ
て
い
る
。

空
き
家
の
有
効
活
用

方
法
は
。

空
き
家
を
発
生
さ
せ

な
い
た
め
の
施
策
の

連
携
に
つ
い
て
伺
う
。

計
画
の
策
定

に
あ
た
っ
て

は
、
国
の
指
針
や
北
海
道
の

更
な
る
実
態

調
査
お
よ
び

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
の
必
要
性

は
高
い
。
実
施
や
整
備
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

発
災
時
の
災
害
廃
棄

物
処
理
と
並
行
し
て

平
常
時
の
ご
み
の
回
収
・
処

理
等
を
迅
速
に
行
う
た
め
の

「
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画
」

の
策
定
予
定
に
つ
い
て
伺
う
。

　

市
街
地
以
外
で
は
羽
帯
の

清
掃
セ
ン
タ
ー
隣
接
地
が
約

4
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
り
、
立
木

を
除
く
と
2
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

上
確
保
で
き
る
。

第６回定例会
町政を問う！ 一般質問

仮
置
き
場
に

利
用
で
き
る

町
有
地
は
、
清
水
中
学
校
横

の
土
捨
て
場
・
雪
捨
て
場
と

し
て
活
用
し
て
い
る
場
所
が

約
2
・
7
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
。

町
長

町
長

問町
長

問 問

川上　均　議員

空
き
家
の
有
効
活
用
は

活
用
で
き
る
物
件
が
少
な
い

町
長

今
秋
、
相
次
い
で
台

風
の
被
害
を
受
け
た

東
日
本
各
地
の
災
害
廃
棄
物

は
数
百
万
ト
ン
で
、
処
理
は

２
年
以
上
か
か
る
と
言
わ
れ

て
い
る
。
仮
置
き
場
が
満
杯

と
な
り
被
災
者
の
生
活
再
建

に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て

い
る
。

　

現
在
、
町
有
地
の
中
で
、

災
害
廃
棄
物
の
仮
置
き
場
と

な
り
う
る
空
き
地
は
ど
の
く

ら
い
あ
る
の
か
。

空
き
家
対
策
と
し
て
、

解
体
補
助
、
空
き
家

情
報
の
提
供
、
移
住
・
定
住

促
進
の
中
古
住
宅
補
助
を
行

っ
て
い
る
が
、
空
き
家
の
実

態
調
査
お
よ
び
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
化
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

問

災害廃棄物処理計画の策定を
専門業者への委託も含めて検討町長

問町
長

計
画
を
踏
ま
え
、
想
定
さ
れ

る
災
害
の
種
別
、
廃
棄
物
の

量
や
種
類
の
推
計
等
、
膨
大

な
デ
ー
タ
の
収
集
と
分
析
が

必
要
。

　

現
状
の
人
員
体
制
で
の
策

定
は
難
し
い
状
況
で
あ
り
、

専
門
業
者
へ
委
託
す
る
こ
と

も
含
め
て
検
討
す
る
。　
　

　

そ
れ
ま
で
の
間
は
、
昨
年

度
策
定
し
た
「
清
水
町
地
域

防
災
計
画
」
の
中
に
ご
み
収

集
や
廃
棄
物
の
処
分
等
の
業

務
を
定
め
た
「
廃
棄
物
処
理

等
計
画
」
を
基
本
に
対
応
す

る
。

地震による災害廃棄物で埋め尽くされた仮置き場
（平成30年9月 厚真町）

独
居
高
齢
者

の
動
向
や
相

続
人
・
所
有
者
の
確
認
等
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
部
局
で
情

報
を
把
握
し
て
い
る
。
個
人

情
報
で
あ
り
、
予
防
的
な
観

点
で
の
情
報
共
有
は
難
し
い
。

町
長

総
合
的
な
相
談
窓
口

の
設
置
と
空
き
家
対

策
計
画
の
必
要
性
は
。

問

住
民
等
の
要

望
に
応
じ
て

各
担
当
課
が
対
応
し
て
お
り
、

連
携
を
取
り
な
が
ら
充
実
を

図
っ
て
い
く
。
今
後
の
空
き

家
対
策
と
し
て
ど
の
よ
う
な

計
画
が
有
効
で
あ
る
か
、
そ

の
必
要
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
。 町

長


